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この広報紙は、共同募金配分金の一部を充てて発行しています。

●再生紙使用●

たきざわ社協だより

主 な 内 容

「笑顔と拍手と大歓声 !!」
　10月22日、村老人クラブ連合会の演芸大会が開催され、会
場のふるさと交流館には600名もの老人クラブ会員が詰め掛け
ました。出演者は少し緊張しながらも、この日のために趣向を
凝らして用意した衣装を身に着け、歌や踊り、コーラスなどを
披露。客席から拍手と歓声が沸き起こりました。柳沢保育園の
かわいい園児達も参加。元気にお遊戯を見せてくれた後は、『赤
い羽根共同募金』のボランティアとして大活躍してくれました。

平成22年11月15発行

第139号
●暮らしを支える社協の事業…… ②③

●お知らせ………………………… ④⑤

●川柳・親子でスマイル…………… ⑥
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社会福祉協議会

（希望者のみ）

●ご利用いただける世帯
◇低所得世帯
世帯の収入が一定基準以下の世帯
�（一定基準とは、おおむね市町村民税非課税
世帯程度。または生活保護法に基づく生活
扶助基準の１．７倍程度）

◇生活保護世帯
生活保護を受けている世帯

●借入相談及び審査
ご相談の際は、世帯構成、生計の状況、借
入金の状況等詳細をお聞きします。貸付審査
は岩手県社会福祉協議会が行います。

資金の種類 貸付限度額

教育支援資金

●高等学校…………月額３万５千円以内
●�高等専門学校、短期大学（専修学校専
門課程含む）……月額６万円以内
●大学………………月額６万５千円以内

就 学 支 度 費 ５０万円以内

●据置期間　　　卒業後６ヶ月以内
●償還期間　　　据置期間経過後２０年以内
●貸付利子　　　無利子

教育支援資金の他にも、緊急小口資金（緊急一時的に生活維持が困難な場合）、福祉資金（技能習得費や医療
費など）、総合支援資金（離職や失業によって生活維持が困難な世帯）などといった各種の貸付金があります。
貸付事業専門の相談員が皆様の相談に応じます。

●ご利用できる方……滝沢村内にお住まいのひとり暮らし高齢者の方で、ご自分で電話をかけることができる方
●利用料金……………無料です。ただし1日1回の電話料（一ヶ月300円程度）がかかります。
●『おげんき発信』の方法
〔１〕お元気発信の電話番号に電話します。
〔２〕音声ガイダンスに従って自分の健康状態を次の番号で押します
　　①げんき　　②すこしげんき　　③ぐあいがわるい　　④れんらくしたい、そうだんしたい

〔３〕電話を切ります。
　　③のばあいは折り返し社協から電話を入れます　④のばあいは社協の事務所につながります。

５ページに実際に利用されている方達の様子を掲載しています。

「いわて“おげんき”みまもりシステム」は、高齢者が自宅で使っている電話機（プッシュ式、ダイヤル
式、携帯電話など）から1日1回決まった番号に電話して「今日も元気です」ということを自分から発信す
るものです。「発信」といっても難しいものではなく、電話をかけることができる方であればどなたでも利
用できます。高齢者からの『おげんき発信』は滝沢村社協に届き、社協の職員が毎日確認します。『おげん
き発信』がない時は、状況に応じて、地域のみまもり協力者と連携して安否確認を行うなど、日々の見守
りを行います。遠くに住んでいる親族に、ご自分の発信状況をメールで自動転送することもできます。

いわて “おげんき” みまもりシステム

高校、大学、短大、専門学校（専修学校専門課程）への入学に際し必要な経費「教育支援費」（入学金）
と「就学支度費」（制服やカバン、教科書等の購入費）の２つがあります。

生活福祉資金貸付制度（教育支援資金）
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お知らせ・ご案内滝 沢 村 社 会 福 祉 協 議 会
住　所　滝沢村鵜飼字中鵜飼 47 －１

滝沢村老人福祉センター内
T E L 　684 － 1110　F A X　684 － 1121
E メール：takizawashakyo@m2.dion.ne.jp

第２４回　滝沢村社会福祉大会を開催します
「住み慣れたところで安心してくらすために、支え
あい助け合う地域づくりをすすめよう」を大会スロー
ガンに、第２４回滝沢村社会福祉大会を開催します。
この大会は、滝沢村の地域福祉の更なる充実を期す
ことを目的に開催するもので、社会福祉の発展に寄与
された方々の表彰などを行います。
参加を希望される方は、１１月２４日（水）までに
社会福祉協議会へお申し込み下さい。

●日　　時：平成２２年１１月２７日（土）
１３時００分開会
１６時１５分閉会（予定）

●会　　場：滝沢ふるさと交流館
●内　　容
・社会福祉功労者の表彰
・滝沢村社会福祉作文コンクール入賞者表彰式と最
優秀作品の発表
・記念講演
・大会宣言（案）の採択

今年の年越しは「手打ちそば」にチャレンジ！

手打ちそば講座 参加者募集
●日　　時：平成２２年１２月１９日（日）

１０時００分から１２時００分まで
●会　　場：滝沢村老人福祉センター
●参加対象：滝沢村在住の方
●定　　員：２０名（定員に達し次第締め切り）
●参 加 費 ：ひとり１，０００円（材料費等）
●持 ち 物 ：ボウル（約３５ｃｍ前後）

エプロン
三角巾またはバンダナ

●講　　師：佐々木 サツ　さん
大沢地区にお住まいの佐々木サツ
さんは、岩手県「食の匠」に認定さ
れています。

●申込期限：平成２２年１２月１３日（月）

●記念講演
「地域みんなの元気が、まち
を元気にする！」
講師　こころ元気配達人

こころ元気研究所
所長　鎌田　敏�氏

≪講師紹介≫
昭和43年生まれ。大阪育ち。神戸大学卒業後、
就職するも、入社と同時にバブル経済の崩壊、リ
ストラを経験。神戸大学大学院に進むが、卒業時
に阪神大震災で被災。その後、企業にて技術職、
営業職、管理職に携わるも、突然の病が発症。格
闘の日々のなかで、「人生は、心のあり方ひとつ
でガラリと変わる」ことに気づき、「こころ元気
に積極的に生きる」ことの大切さを改めて深く心
に抱く。平成17年３月「こころ元気研究所」を設立。
こころ元気配達人として全国各地で講演活動を
行っている。

在宅介護の悩み　語り合って心をかるく

認知症家族会 滝沢のつどい
認知症や寝たきりのご家族を介護されている方
が集まって、日頃の介護の辛さ、苦しさ、不安な
どをお互いに語り合う場です。
在宅での介護に不安や悩みをお持ちの方は、一
人で悩みを抱えこまず、お気軽にお話にいらして
ください。

●日　　時：毎月第ニ水曜日　１３時から
●会　　場：スマイル・すまいる
●主　　催：認知症の人と家族の会滝沢のつどい
●問 合 せ ：代表　立花美江　さん

６４１－４５２４

事前の申込みは不要です。当日、直接会場へお
越し下さい。
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滝沢村社会福祉協議会に関する意識調査結果

「
地
域
の
お
食
事
会
で
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
説
明
を
聞
き
利
用
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
毎
日
、
五

時
に
起
き
て
、
身
支
度
や
朝
食
を

終
え
る
の
が
六
時
半
頃
で
す
。
だ

い
だ
い
、
朝
七
時
に
な
る
の
を
待
っ

て
電
話
を
か
け
て
い
ま
す
。」
と
お

話
し
し
て
く
れ
た
の
は
、
野
口
さ

ん
。
約
八
ヶ
月
利
用
し
て
、
電
話

で
の
『
お
げ
ん
き
発
信
』
が
毎
日

の
習
慣
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

一
時
、
体
調
が
思
わ
し
く
な
く

娘
さ
ん
の
家
へ
行
き
ま
し
た
が
、

住
み
慣
れ
た
自
宅
が
気
に
な
っ

て
、
直
ぐ
に
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ

た
と
の
こ
と
。
そ
ん
な
時
も
毎
日

『
お
げ
ん
き
発
信
』
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

民
生
委
員
の
角
掛
さ
ん
が
み
ま

も
り
協
力
者
と
な
っ
て
、
野
口
さ

ん
の
『
お
げ
ん
き
発
信
』
を
携
帯

メ
ー
ル
で
毎
日
受
信
し
て
、
何
か

あ
れ
ば
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

ご
近
所
福
祉「
コ
コ
に
あ
り
！
」

今
年
三
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
い
わ
て
“
お
げ
ん
き
”
み
ま
も

り
シ
ス
テ
ム
」。
滝
沢
村
の
利
用
者
は
、
現
在
十
九
名
で
す
。

利
用
し
て
い
る
お
二
人
の
方
か
ら
、
普
段
の
生
活
や
み
ま
も
り
協

力
者
の
方
た
ち
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

入
ら
な
い
ほ
ど
つ
ら
か
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
で
も
、
お
げ
ん
き
発

信
で
『
体
調
が
悪
い
』
と
知
ら
せ

る
と
、
民
生
委
員
の
角
掛
さ
ん
が

訪
問
し
て
く
れ
た
り
、
近
所
の
方

が
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

り
、
な
ん
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
た
そ
う
で
す
。
今
は
す
っ
か

り
体
調
も
良
く
な
り
、
取
材
に
同

行
し
た
角
掛
さ
ん
と
の
お
し
ゃ
べ

り
が
は
ず
み
ま
し
た
。

野
口
さ
ん
、
山
本
さ
ん
、
お
二

人
と
も
住
み
な
れ
た
今
の
家
、
地

域
で
出
来
る
限
り
長
く
住
み
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
二
人
は
そ
の
た
め
に
、
近
隣

の
方
と
の
関
わ
り
を
日
頃
か
ら
積

極
的
に
持
つ
よ
う
に
し
て
い
て
、

何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
素
直

に
ご
近
所
さ
ん
に
相
談
で
き
る

「
助
け
ら
れ
上
手
」
と
し
て
毎
日

を
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

「
電
話
の
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
だ

け
で
、
自
分
が
今
日
も
元
気
で
い

る
こ
と
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

え
る
の
で
簡
単
で
す
。」
と
お
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
り
、
野
口
さ
ん
と
同

じ
地
域
に
お
住
ま
い
の
山
本
さ
ん

も
、
み
ま
も
り
シ
ス
テ
ム
を
三
月

か
ら
利
用
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
ご
ろ
、
体
調
を
崩
し

病
院
通
い
が
続
き
ま
し
た
。
大

好
き
な
お
花
の
手
入
れ
に
も
力
が

調査期間：平成２１年７月～８月
回答者：1,197名（男587女605）

３：社会福祉協議会事業の満足度

満足している、やや満足している　　14.8％

普通である　　54.4％

やや不満である、不満である　5.1％

無回答　25.7％

４：社会福祉協議会に望むこと

社協活動の PR、ボランティア育成や活動の

PR、福祉施設の整備、高齢者・児童・障害者・

低所得者等への活動　他

1：福祉への関心度

　とても関心がある、いくらか関心がある　78.4％

　あまり関心がない、まったく関心がない　21.2％

　無回答　0.4％

２：社会福祉協議会の認知度

　内容をよく知っている・ある程度知っている　29.6％

　内容をあまり知らない・まったく知らない　　69.7％

　無回答　0.8％

平成21年度に実施した滝沢村社会福祉協議会に関する意識調査結果の一部をご報告します。

調査結果を受けて、広く住民の方々へ社会福祉協議会を知っていただくよう広報活動の改善や各種福祉

事業の充実に努めてまいります。調査へのご協力ありがとうございました。
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滝沢村職員組合�執行委員長　
斉藤和博　様（右）▼

滝沢村おたのしみ歌踊り一座
代表　元居キミエ�様（左）▲

Ｑ 

お
子
さ
ん
が
得
意
な
こ
と
は
？

Ａ�

あ
ち
こ
ち
動
き
回
る
の
が
楽
し
く
て
仕
方
な
い
よ

　
　
う
で
す
。
最
近
は
滑
り
台
が
お
気
に
入
り
で
す
。

Ｑ 

ど
ん
な
大
人
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
か
？

Ａ�

周
り
の
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
、
優
し
い
心
を
も
っ
た

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｑ 

子
育
て
の
楽
し
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

Ａ�

自
分
で
出
来
る
事
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、
成
長
す
る
姿

を
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ 

子
育
て
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ�

十
分
に
遊
び
、
食
べ
、
よ
く
眠
れ
る
よ
う
生
活
す
る
こ
と
で
す
。

親
が
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ 

ご
意
見
・
ご
要
望
等
お
願
い
し
ま
す

Ａ�

親
子
サ
ロ
ン
「
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」
で
同
じ
く
ら
い
の
お
友
達
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で

い
ま
す
。
ほ
か
の
マ
マ
達
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
の
会
話
も
楽
し
み
で
す
。

課
題
　「
　
家
　
族
　
」

引
田
　
千
柳
　
選

お
母
さ
ん
　
家
族
思
い
の

心
配
性

田
口
　
共
栄
（
元
村
）

裏
切
ら
ず
　
つ
い
て
来
ま
し
た

家
族
愛

山
瀬
　
鐘
孝
（
巣
子
）

家
族
ら
の
　
要
め
に

嫁
の
割
烹
着

高
橋
　
ヤ
エ
子
（
元
村
）

家
族
と
の
　
会
話
の
中
で子

が
育
つ

仙
波
　
幸
泉
（
川
前
）

懐
か
し
む
　
昔
の
家
族

大
勢
で

久
保
　
武
夫
（
川
前
）

次
回
課
題
　「
　
朝
　
」

応
募
先
　
〒
〇
二
〇―

〇
一
七
二

滝
沢
村
鵜
飼
字
中
鵜
飼
四
七―

一

滝
沢
村
社
会
福
祉
協
議
会

「
福
祉
川
柳
」
係
り
ま
で

締
め
切
り 

十
二
月
十
日

投
句
数 

ひ
と
り
三
句
ま
で

（
掲
載
は
五
句
と
な
り
ま
す
）

※
作
品
に
よ
っ
て
は
添
削
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

≪室小路≫

　　　　　関
せき

　　
優
ゆう

　花
か

　ちゃん（１歳４ヶ月）

　　　　　　　　リ　エ　さん　　　親子

☀親子で☀聞いてみませんか？声の広報 貸し出します
　滝沢朗読ボランティアサークル「こだま」は、滝沢村
役場、滝沢村議会、滝沢村社会福祉協議会の広報誌をテー
プに録音した「声の広報」を作成・貸し出しする活動を
しています。
●目の不自由な方
●視力が弱くなって文字が見えづらい方
●介護や子育て中で広報を読む時間が取れない方��など
ご家族やお知り合いの方で利用してみたいという方がい
らっしゃいましたら、滝沢村社会福祉協議会へご連絡く
ださい。

ご寄附ありがとうございました 平成２２年７月１日から平成２２年１０月３１日
まで、次の方からご寄附いただきました。

・盛岡北高等学校図書委員会　様� ２０，７４６円

（文化祭での古本市収益貴金）

・工藤　誠喜　様　（一円玉募金）� ２，５４９円

・和泉　幸雄　様� １，０００円

・佐藤　多三郎　様� ５００円

（以上、送迎サービスボランティア実費弁償費）

・滝沢村母子寡婦福祉協会　様� ５，０００円

・滝沢村保育協会　様� ８，９９０円

・滝沢村地域婦人団体連絡協議会　様� ５，０００円

・精神保健ボランティアあんずの会　様� ５，０００円

・滝沢村民生児童委員協議会　様� １５，３８６円

・滝沢村福祉ボランティアまつり意見交換会

参加者一同� １，４６０円

　（以上、滝沢村福祉ボランティアまつり関係）

・滝沢村職員組合　様� ３０，５２０円
　（第２８回滝沢村産業まつり出店益金）
・滝沢村おたのしみ歌踊一座　様� ２８，０７５円
　（チャリティーショー益金）
・匿名（２件）� ５，７２０円
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